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要旨 

アマチュア無線で使う受信機と流星電波観測ソフト

（HROFFT）を用いてオリオン座流星群を観測すること

を試みた。予想されていたピークの 10/22 と前後 2 日

間の明け方に観測されたデータを比較したところ、今

回の流星群のピークは 10/22 ではなく、10/21 の明け方

という観測結果が得られた。 

 

観測方法 

電波を利用して間接的に流星を観測する。電波は直

接波なので発信源から遠く離れた地点では通常受信で

きない。しかし、流星が地球の大気を通過すると電離層

が生じ電波が反射されるので、その瞬間のみ受信する

ことができる。 

福井県の福井県立大学や福島県福島市、宮崎県宮崎

市などが流星電波観測をする目的で電波を発信し運用

しているので、各電波の周波数に受信機の設定を合わ

せて観測する。 

 詳しい手順は、 

1）校舎の屋上にアンテナ（コメット社 CA-52HB）を設

置し、電波の発信源の方行に向ける。 

屋上から見ると、福井の方向（南西）には太平山があ

り電波を受信しにくいので、今回は福島の方向（北東）

に向けた。 

2）アンテナと受信機（八重洲社 FT-726）を同軸ケーブ

ルでつなぎ、受信機を受信する周波数に設定する。 

3）観測ソフトをインストールしたコンピュータと受信

機とを接続、ソフトを立ち上げる。 

今回使うソフトは電波を音声に変換し、その強弱を

色で表し画像として記録するもの（図 1）。画像ファ

イルは 10 分につき 1 枚自動で作られる。 

4）ソフトが記録した画像から、流星の個数と流れた時

刻を確認してまとめる。 

流星ではなく飛行機や衛星などが上空を通過すると

流星よりも周波数が広範囲にわたる反応（ノイズ）が

受信されることがあり、流星が降った時の反応と誤

認しやすい。流星の反応はこれに対し周波数が特定

の範囲に収まっており、これを流星の「エコー」と呼

ぶ（図 1）。 

 

図 1 記録された画像データ（反転加工済） 

 

 

 

結果 

10/20～10/22 の 22:00～翌 6:00 に記録された画像フ

ァイルを確認し、流星のエコーの一時間毎の総数をま

とめると図 2 のようになった。10/22 の明け方がオリオ

ン座流星群のピークと予想されていたのに対し、今回

の観測では 10/21 の明け方が流星群のピークであると

いう結果になった。 

 

 図 2 観測されたエコーの一時間ごとの合計数の推移 

 

おわりに（まとめなど） 

 我々の観測とは異なり、日本国内でオリオン座流星群

の電波観測をして得られたデータを集計しているサイト

を確認すると、2019 年のオリオン座流星群のピークは

10/22 の明け方であることが分かった。 

 我々の観測が全国集計と食い違った理由として考えら

れるのは、10/22 の該当する時間にノイズが観測され正

確なデータを集計できなかったことである。 

 アンテナの傾きや受信機の設定を改良してからは目立

ったノイズは観測されなくなった。今後はこの設定を基

本に正確なデータを得られるよう観測を続け、改良して

いく。 
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